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‧ 今後、２次交通の利活用やモビリティバスの普及、時間帯や状況に応じて道路が変化することで、今までのように固定レーン
で安全確保がなされていたことが容易にできなくなると予測

‧ 人とモビリティの距離が近くなり、新しい種類の交通事故および交通渋滞が発生すると予想
道 路 の 課 題

‧ 変化する道路の実態をAIで解析解 決 策
（アイディア）

①国土をフル稼働し、国土の恵みを享受
②マイカーなしでも便利に移動できる道路
④行きたくなる、居たくなる道路

道路政策ビジョ
ンとの関連

‧ 事前に予測して注意喚起を行ったり、最適な道路の利
活用方法を提案効 果

‧ 西鉄柳川駅前にて、年間を通じた駅前広場の３次元データを取得し、駅前の利用状況を数値化・可視化することで、人と車の
増減や混雑ピーク時を把握

‧ 北九州市船場広場にて、イベント開催時の人流解析を実施
‧ 渋谷駅地下にセンサーを設置し、人の滞留場所を３次元で計測することで、災害時における駅周辺の混雑状況を予測

実 績 等

提案のイメージ

• 道路や街中にセンサーを設置し、３次元データ化
• 人流・交通量を同時計測し、人・車の距離や交通状況を可視化するとともに、必要な時にデータを検索・取得


